
展示「滋賀の積雪－大正・昭和初期の冬－」 

平成 23 年 2月 14 日～3月 18 日 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「伊吹山観測所気象観測開始」 

            大正 8年(1919年) 

 

伊吹山観測所は高山の立地を利用して、高層気象

の研究のため設立され、平成 13 年（2001 年）

まで１世紀近く観測を続けた。 

日本の最深積雪記録、昭和2年（1927年）2月

14日の伊吹山山頂での11.82mの積雪はここで

観測された。 

「伊吹山観測所地図」 

大正 9年（1920年）頃 

 

海抜 1,377m の山頂に伊吹山観

測所、その山麓の春照
すいじょう

（米原市

春照）に伊吹山山麓観測所が作ら

れた。 

伊 吹 山 観 測 所 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（上） 「伊吹山備品調書」  大正 14年（1925年）

伊吹山観測所の備品には計測器機のほかに「飲料水運搬

器」や「ゴイヅキ（雪かき用鍬）」「スキー」「外套」など

が見える。他のページには「火鉢」なども書かれている。

 

（右）「滋賀県告示第 227 号 彦根測候所地方暴風警

報・地方天気予報規定中改正」            

大正 7年（1918年）8月 31日 

 

明治 38 年（1905 年）の告示で定められた天気予報の

信号標では、雪は緑の四角旗1種類だった。 

この改正で「晴時々少雪」「曇時々少雪」「雨又は雪」の

３種類の信号標が追加されている。          

雪 の 観 測 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（左）「塩津琵琶湖水位観測報告」  

          大正7年（1918年）

  

大正 7年は雪が多く、厳しい寒さだった。

塩津では内湖岸の入り江が深さ 1 尺（約

33.3cm）以上氷結したため、1 月分の観

測が行えなかったと、『琵琶湖水位観測』に

報告されている。 

 

（下）「滋賀県下の平均積雪量と麦作との豊

凶関係図」    昭和 13年（1938年）

 

彦根測候所が「大雪の年は豊作」という言い

伝えをデータによって否定している。 

戦前・戦中期までの県では、大正期から昭和

20年頃までが特に積雪が多かった。 

大正 6年(1917年)、大正7年、昭和11年

（1936年）などが大雪だった。     



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（上）「高島郡能家
のう げ

村外急夫食
ぶじ き

御渡金の儀申上書」

明治8年(1875年) 

この年は13年ぶりの大雪で特に山間の村落では貧窮

者が出たという。能家村などの 164 人分の夫食（救

済の食料）5石7斗分の出金を当時の大蔵卿大隈重信

へ県が依頼している。       

（右）「昭和 10 年より同 11 年に至る冬季に於ける

滋賀県管内の大雪調査概要」   

 昭和 11年（1936年） 

昭和11年の大雪は彦根測候所「創業以来のレコード」

だった。琵琶湖では「汀辺に蒲鉾状の氷を生じ」、内

湖は「堅氷に塞され」、山田港（草津市北山田町）な

どでは停泊中の汽船が「航行の自由を失し」た。子供

たちは氷で「スケート」を楽しんだが、水温が下がっ

たため小鮎は「凍死」したという。 傍線はＨＰ作成者による 

雪 の 害 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雪 の 楽 し み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

「体育運動の振興に関する件」 

       大正 15年（1926年）

  

レジャーとしてのスキーが日本に伝わっ

たのは、明治44年(1911年)。伊吹山で

は大正初期からスキーが行われた。 

大正 15年に出された滋賀県訓令では、中

等学校などの体育の「課外運動」や「女子

に適切な運動」としてスキー・スケートを

推奨している。 

大正 13 年（1924 年）には伊吹山で県

のスキー講習会が開かれるなど、この頃、

滋賀県ではスキーが普及しつつあった。 

「 雪 害 及 寒 害 一 般 状 況 」

昭和11年（1936年） 

 

昭和 11年は雪での死者６人、家屋

全壊は38戸だった。県は被害見積

価格を325万円としている（同年

の経常部の歳出は 388 万円）。農

産物では、大麦などのほかに田の肥

料となる紫雲英
げ ん げ

の被害が大きく、合

成肥料を購入するための低利資金

の融資が行われた。 

雪 の 楽 し み 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『日誌』 知事官房   

 昭和 6年（1930年）2月 21日、22日

 

高島郡のマキノ・スキー場は昭和4年（1929

年）に開場した。 

知事官房の日誌には、知事や庁内の動向など

が毎日、簡単に記されている。昭和6年1月

末に着任した除野康雄知事は、前年から運行

を始めた太湖汽船のスキー船「京阪丸」を利

用して、2月 22日（日曜）に「終日牧野に

てスキーに興」じたと記録されている。 

『湖国聚英』  

「牧野スキー場」 

昭和 11年（1936年）

滋賀県発行  
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